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未来ヘ
二十歳の夢・・-希望・・・ 成人式 ( 1/12 )
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一
月
十
二
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い

一

皆
さ
ん
が
若
さ
あ
ふ
れ
る
パ
ワ
ー
を
発

一

な
時
代
の
中
で
何
不
自
由
な
く
成
長
し

て
、
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成
十
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年
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内
町
成
人
式
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揮
し
、
社
会
の

一
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

・

て
参
り
ま
し
た
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そ
の
た
め
で
し
ょ
う

催
さ
れ
、
新
た
に
成
人
の
仲
間
入
り
を

一

る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
ま
す

。

一

か
、
私
達
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世
代
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感
謝
の
心
や
忍

し
た
男
性
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六
十
三
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ま
し
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神
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し
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さ
ら
に
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達
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と
、
新
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に
も
国
家
の

一
員
と
し
て
貴
重
な
権
利

成
人
を
代
表
し
て
長
沼
桂
子
さ
ん
が
希

一

本
日
は
、
大
西
町
長
様
を
は
じ
め
多

一

と
義
務
を
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、

望
に
満
ち
た
誓
い
の
言
葉
を
発
表
し
、

一

数
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ

い

社
会
か
ら
も
責
任
の
あ
る
行
動
を
期
待

万
歳
三
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祝
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ま
し
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。
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新
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人
と
な
り
ま
し
た
私
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れ
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は
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出
と

一

め
に
、
こ
の
よ
う
に
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大
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記
念
式
典

一

そ
こ
で
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今
日
か
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は
、
皆
様
方
か

な
る
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全
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撮
影
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催
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予
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す
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葉
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今
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な
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新
成
人
自
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画
し
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茶
話
会
で

一

し
て
、
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日
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無
事
、
成
人
の
日
を
迎

一

に
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献
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よ
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く
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。

今
日
の
成

一

参
り
た
い
と
思
い
ま
す

。

祝
い
の
演
奏
、
思
師
の
方
々
か
ら
の
激

・

人
の
日
を
迎
え
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こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

・

し
か
し
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ら
、
私
達
は
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だ
ま
だ

励
の
言
葉
な
ど
を
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け
、
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場
の
外
で

一

成
人
と
し
て
担
う
べ
き
社
会
的
義
務
と

一

未
熟
者
で
あ
り
、
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
多

は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
は
ず
み
、

・

責
任
の
重
さ
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、
一

い
若
者
で
あ
り
ま
す

。

ど
う
か

今
後
と

い
た
る
所
で
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が

一

こ
れ
か
ら
大
人
の
仲
間
入
り
が
出
来
る

一

も
人
生
の
よ
き
先
輩
と
し
て
私
達
を
ご

光
っ
て
い
ま
し
た

。
一

と

言
う
喜
び
と
無
限
の
未
来
へ
の
希
望

一

指
導
、
ご
鞭
撞
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

大
人
へ
の
自
覚
を
持
ち
、
自
立
へ
と

・

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
・

願
い
申
し
上
げ
、
新
成
人
を
代
表
し
て

大
き
く
一
歩
を
踏
み
出
し
た
新
成
人
の

一

さ
て
、
私
達
は
今
ま
で
、

一

の
誓
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す

。

物
の
豊
か
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万歳三唱 記念品贈呈

記念損影

恩師による“激励の言葉" さくら夢太鼓“夢童"による祝いの演奏

自 広報かわうち 1.24.2003



渡部正志
普通でいいよ l

大山千鶴
2003年は夢中になるものを見つけます。

二十歳の

名越美帆 山下達郎 戒能佳奈 斎藤智
幸せになりたい I J リ ーガーになって有名人になるぞ l 結婚していいお嫁さんになります。 社長になるぞ l

河野大輔 菅野佳代 河野由仁 中屋敷有希
今、機ほ関係の大学に行っています。将来は、自 詑よりももっともっと幸せになるよ。 幸せな家庭を築きたい。 大切な人と幸せな家庭を作ります。
動車の仕事をしたいので、車晃に来てください。

近蕨勇舗
凶章献 Iな人になります。葺芭師に忘るため、車京の王宮

学校に行ってます.いつ力、お店開いたら来てください。

十亀弘之
日本建築の大工さんになるぞ 1

陳 先栄

毎日うれししけがんばります。
大石錆雄

東京の下町に行きたい。

舘森新吾
調理師になる 1

松本 昌

子供3人生んでいいお母さんになりたい。

広報かわうち 1.24.2003 固



関谷知治
料理人になるぞ~

膝;X~ 俊弥
洋食器を売る。

武智恵美
ネイリストになります。

¥ 
大里子 健三

終了30分前に到着 l みんなに会えてよ
かった。

固 広報かわうち 1.24.2003

ヤム
相原 (有朱 中西哲郎

;欠は男の子がほしい・ 自分のケーキのお店を持ちたい。

~...， /_) 
58 紅郷 桐山 孝俊

お金はいっぱいあるので中国に持って帰 あと30センチ身長が欲しい。あくまでも
ります。 日本人の友達力、欲しいです。 希望

牙山 一磨 岡本純

世界征服 今年も北方しし実がんばって教えるぞー 1

佐伯 司ー真衣子心琴
楽しくて伸の良い家族でいたい。

渡部亮子
立派な理学療法士になりたい!

井上 刻
目指せ !Vリーガー

¥ 
高須麻美

とりあえず短大卒業!

桐山 宏手口
/\ーレーを買うぞ l

渡部真澄
南径に行くぞ l
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v学
童
保
育
つ
て
な
に
?

小
学
校
か
ら
帰
宅
し
た
と
き
に
、

仕
事
な
ど
の
た
め
に
保
護
者
が
家
庭

に
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、
地
域
の

施
設
等
を
利
用
し
て
行
う
保
育
を
「
掌

童
保
育
」
と
い
い
ま
す

。

近
年
、
女
性
の
就
労
が
一
般
化
す

る
に
し
た
が
っ
て

、

小
掌
校
に
入
掌

し
た
児
童
の
放
課
後
の
健
全
育
成
に

対
す
る
豆
援
が
必
要
と
さ
れ

、

「
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
」
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す

。

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
が
仕
事
な

ど
の
た
め
に
い
な
い
、
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
お
お
む
ね
叩
歳
未
満
の

児
童
に
苅
し
、
授
業
の
終
3

後
に
適

切
な
遊
び
ゃ
生
活
の
揚
を
提
供
し
、

そ
の
健
全
な
育
成
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す

。

掌
童
保
育
は

、

親
の
働
く
権
利
と

家
族
の
生
活
を
守
る
と
い
う
役
割
も

果
た
し
て
い
る
の
で
す

。

-
学
童
保
育
で
は

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
?

友
達
と
一
緒
に
勉
強
し
た
り
、
遊

ん
だ
り
共
同
生
活
を
す
る
中
で
吾
供

た
ち
は
、
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け

、

山
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が

出
来
ま
す

。

くすのホ児童つラフでは
子供を預かるだけでなく、
震の集い、お泊り色、糾理、
老ちつき、陶芸按室、遺足、
ま芝、ボランティ?活動、
音楽のj菌奏なときまさま
な行事をして、自分定ちで
作りとげる“くすのホ"を
目指しています。

く すの木児童クラブの先生達

平成 15年度の学童保育を希望される保護者の方は、下記のとおり入会の申請を受け付け
ますので、申請書類を川内町役場福祉課へ提出してください。申請書類は福祉課にあります。
印鑑を持参してください。
なお、選考は書類審査のほか面接を行い、入会の決定をします。

川上小学校校区の新 1 年~3年生で家族や親族の不在等で保置に欠ける児童

開校日の放課後~午後5時30分
長期休暇申の開陸時聞はこの限りではありません。
2月3日(月)~2月 18日(金) (土曜・日曜・祝祭日は除く)
川内町役場福祉課 面接日 平成 15年3月 1 日(土). 2日(日)

概ね30名 費 用 実費(毎年、保護者会で決定します。)
福祉課福祉係 TEL966-2223 

対象
開設時間

聞
所
員
抗

期
場
制

4
H
J
4
u
J
4ロ

a
a
-
-
E，
4
・
・
、

J

受
受
定
凱
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人
500 

450 

400 

350 

要介富田定者数の推移

300 
12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

県負担分
12.5% 

40歳~64歳
の方の保険料
32.0% 

現在までの状況を見ますと、要介護認定者数、保険
結付費とも増加が予想され、介護サービスの確保策

なと、の検討を行っているところです。

詳しくは、役場福祉課介護保険係 E
r. � 3 11!1:J:a'l'l'JIJ まで E 
お問い合わせください E 

園 広報かわうち 1.24.2003

年度別保険給伺貨の推移

億円
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4 ト一一一 「ーーーー 一 ト一一

3 
12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

介護に要する費用(保険給付費)については、利用者

の増加と共に 1 人あたりの利用も伸びており、令後
も増加を続けていくものと思われます。

65歳以上高齢者の来年度の介護保険料
については、川内町における 15年度から3
力年闘での保険給付費推計の18%相当を
賄わなければならないことと規定されて
おり、現在の保険料を大きく上回ることが
予想されます。
介護が必要な人が増えると保険給付が

増えることになり、保険料の上昇につなが
ります。 介護予防に積極的に取り組み、高
齢者の皆さんが生きがいをもって健康に
暮すことが大切です。
なお、来年度の介護保険料については、

15年3月に決定する見込みです。



.野焼きは、法律で禁止されています0

.野焼きとは?
地面で焼いたり、穴を掘って焼いたり、ドラム缶やブ‘ロック等で囲って焼くこと

・ほとんどの家庭用小型焼却炉は、最新の構造基準を満たしていません。
これを使ってごみを焼いても法律違反になります。

.ごみを野外で焼くととは、けむり・におい・夕、イオキシン類の発生により、自分だけ
でなく周囲の人にも迷惑をかけたり、被害が発生します0

.ごみは、分別をしてごみ収集に出したり、専門業者に委託するなど適正に処理しま
しよう0

.違反した場合は、罰せられます。
r3年以下の懲役又は300万円以下の罰金もしくはその併科J

詳しくは、健康センター (TEL 966-2191) までお問い合わせください | 

広報かわうち 1.24 . 2003 図



• • • • • • 
.申告と納税は

- ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 園 田 園 ・ ・
所得税・贈与税・・・ 3月 17日(月)まで
消費税及び地方消費税・・・ 3月31 日(月)まで
く税務署の閉庁日(土曜日、日曜日、祝日等)を除く>

平成 14年分の所得税の確定申告の税務署窓口での相談及び申告書の受付は、 2月 17日(月)から 、
贈与税は2月3日(月)力、らとなっています。なお、還付申告は、申告期間前でも受付を行っています。

.申告書は自分で書いてお早めに!
[所得税の確定申告の手引H収麦内訳書の書き方j等
を参考にチャレンジしてみましょう。 なお、 3月になり
ますと税務署は混雑が予想されますので、税務署にお
越しになる方は、早めに来署してください。 また 、なる
べくお車での来署はご遠慮ください。

.提出は郵送でOK!
申告書は、税務署まで持参しなくても郵送で提出する

ことができます。

.申告書作成コーナーを設置!

税務署・役場税務課では、ご自分で確定申告書を作成
される方々のために、「申告書作成コーナ-Jを設置し
記載方法のアドバイスを行います。

-タッチパネルをご奇知ですか?
税務署では、数写を入力するだけで自動的に所得税確

定申告書及び贈与税の申告書が作成できるタッチパ
ネルを設置しています。画面にタッチするだけで、操

作はとても簡単です。

，・ 唱t最重苦ヨ~:殿ωE詰~~I回EB - ーーーーーーーー・・圃園田園圃・・圃圃園圃園田、, 
下記日程で確定申告相談を行いますので、お気軽にご利用ください。

。確定申告相談会場

会場 | 期間

松山税務署 (松山市若草町4-3 I 2月 17 日 (月 )~3月 17 日 (月 )
松山若草合同庁舎) I (土・日を除く )

.確定申告相談は、役場税務課でも行っています。

O税理士会無料確定申告相談会場

会場 | 期 閏

2月 27 日 (木)
川内町役場

別館2階会議室

.相談内容 所得税、贈与税、消費税及び地方消費税の申告書等の作成。

受付時間

9 : 00~ 11 :00 
13:00~ 16:00 

受付時間

9 :00~ 11 :00 

13 : 00~ 16:00 

.持参書類 申告書(税務署から送付された申告書をお持ちの方) 、源泉徴収票、印鑑、筆記用具、所得計算に
必要な書類、医療費領収書、生命保険料等麦払保険料の証明書、還付金の受取口座の通帳など。

.申告書類は、税務署、役場税務課に用意しています。

‘ーー・圃圃圃圃圃圃圃園田園園田園圃園圃圃園圃圃圃園圃圃圃圃圃圃園田園園田園田園_，

固 広報かわうち 1 . 24.2003



事長 3億6 ，365万7干円
~宮東集会所建築事業
燃やさないコミ処理委託料など~

十
二
月
定
例
議
会
が
十
二
月
十
六
日
開

一
会
し
、
補
正
予
聾
案
な
ど
十
八
議
案
等
を

i
審
議
し
ま
し
た
。

一

審
議
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り

圃
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ

、

十
二
月
二
十
日

-

閉
会
し
ま
し
た

。

一
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

←
白
国
間w

・

一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
特

一

別
会
計
補
正
予
算
、
老
人
保
健
特
別
会
計

-

補
正
予
算
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予

圃

算
、
公
共
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
、
ふ

一
る
さ
と
交
流
館
特
別
会
計
補
正
予
算
、
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
を
合
わ
せ
た

一
総
額
三
億
六
千
三
百
六
十
五
万
七
千
円
の

"

補
正
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

-
一
般
会
計

-

補
正
予
算
額

一

一
O
二
、
七
五
四
千
円

ト
補
正
後
の
予

算
額

一

五
、

一
O

一
、
九二
五
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

。

一
O
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

.

一
O

、

一
六
二
千
円

一

O
笠
張
池
測
量
設
計
委
託
料

-

三
、
一
O
O

千
円

圃

O
{呂
東
集
会
所
建
築
事
業

一

一
九
、
0
0
五
千
円

国 o ...0 m Q Q 
補老 人 補補医 民 に地補水 叫 '<: Silil 燃ゴ
会 保 嘉正空 健 か上助源 川 軍過やミ
匹 国 友 制 自 力、系金の 晶 111_ ... 圃さ焼

算療 l庄 の 算度 1;;:]< る防 森 ・・‘ーー“.-_ .ui園圃圃 な 却
給 特 予額改 保 負災 林圃圃.~堕 E 語つ冒・・ い場
付 別 ・ 算 革 険 担行 づ圃圃圃堕薗醤富冨邑畠里圃 ゴ 周
費 会 j 額 対 特 金政 く・E圏三堅二十 一九円欄圃園 ミ 辺
負 計 ih 応 別 無 リ圃園田開園田・2 &&哩 処 環

山 委 企 γ 線 推園置量晶... 園内宮若宮11 二理上境
金 Q 凹 託 喜平 真 更 て 進圏直震署置塁塁悪圃仲ゴゼエー i 同委 均 整
な 七 九 料 町 三 新 O モ 圃・E 1画題盟盟込~旦11 五託 二 備

ー」 六 な ー 整 二 デ 璽哩・医長jl・・・E・・・・・1 0 料八等
で 四 七 ど 九 備 六 ル 箇翠費量園周・.-・1 0 六 負

千 千 で 千 事 千 事圃圃盤証蓮昌薗圃E・・・・・i 千 千 担
円 円 円 業 円 業園田園圃圃園田・・円 円金

四
四
、
O
七
五
千
円
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-
簡
易
水
道
特
別
会
計

一

湯
谷
口
川
内
線
布
設
替
工
事
な
ど
で

一

補
正
予
算
額

圏

一
O
、
五
九
三
千
円

一

補
正
後
の
予
算
額

.

二
七
九
、
八
O
七
千
円

.
公
共
下
水
道
特
別
会
計

一
下
水
道
管
渠
敷
設
工
事
な
ど
で

補
正
予
算
額

一

一
六
七
、
九
六
五
千
円

一

補
正
後
の
予
算
額

一

七
七
八
、
二
五
四
千
円

一
ふ
る
さ
と
交
流
館
特
別
会
計

一

温
泉
水
等
水
質
検
査
手
数
料
な
ど
で

-

補
正
予
算
額

一

二
五
千
円

一

補
正
後
の
予
算
額

一

一
七
九
、
O
八
八
千
円

一
介
護
保
険
特
別
会
計

施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
な
ど
で

一
補
正
予
算
額

補
正
後
の
予
算
額一

、
四
五
八
、
-
八
九
千
円

三
三

、

二
七
八
千
円

補
正
後
の
予
算
額

六
七
七
、
九
五
九
千
円



O
川
内
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
同
意

に
つ
い
て

八
木
貞
信
委
員
が
平
成
十
四
年
十

一
月

三
十
日
を
も
っ
て
辞
任
し
た
た
め
、
後
任

に
松
末
俊
彦
委
員
を
選
任
し
よ
う
と
す
る

も
の
(
同
意
)

O
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
の
俸
給
月
額
、
期
末
手
当

等
の
改
正
に
伴
い
、
本
町
の
職

員
も
同
様

に
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
(
可
決
)

O
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
の
期

末
手
当
等
の
改
正
に

伴
い
、
本
町
の
職
員
も
同
様
に
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
(
可
決
)

O
川
内
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

一
正
に
つ
い
て

水
道
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公

一
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

、
改
正
を
行
う
も
の

一
(
可
決
)

一
O
平
成
十
三
年
度
川
内
町
一
般
会
計
決
賃

.

及
び
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
簡
易

一

水
道
、
公
共
下
水
道
、
ふ
る
さ
と
交
流
館
、

回

介
護
保
険
の
各
特
別
会
計
の
決
算
の
認

-

定
に
つ
い
て

一
決
算
審
査
特
別
委
員
会
へ

付
託
し
、
審

-
査
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た

。

一白
幽
園
切

一
O
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金
引
き
下
げ

一

に
反
対
し
、
「
最
低
保
障
年
金
制
度
」
創

一

設
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
書

・
(
継
続
審
査
)

一

O
介
護
保
険
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
書

一
(
継
続
審
査
)

一
O
高
齢
者
の
医
療
費
負
担
の
改
善
に
関
す

る
請
願
書
(
採
択
)

一
O
じ
ん
肺
根
絶
を
求
め
る
「
意
見
書
」
の
提

一

出
を
求
め
る
請
願
書
(
採
択
)

一
命
幽
間
切

一
O
受
益
者
負
担
金
の
軽
減
を
求
め
る
陳
情
書

(
継
続
審
査
)

白
目

-
O
じ
ん
肺
根
絶
を
求
め
る
意
見
書
(
可
決
)

一

O
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
に
お
け
る
分

-

担
金
等
の
調
査
に
関
す
る
動
議
(
否
決
)

堕|国型Jm 堕1
12ハ 6 12月定例町議会(第 1 日目)

議会運営委員会
17 保健福祉常任委員会

総務文教常任委員会
18 産業建設常任委員会

温泉施設運営整備等特別委員会
地域活性化対策特別委員会
20 12月定例町議会(最終日)

議会運営委員会

仕事納め式
元旦健康マラソン
川内町年賀交歓会
仕事始め式
愛媛県年賀交歓会
川内町商工会年賀交歓会

川内町成人式

望|国型|固 !盟国
12ハ 6 12月定例町議会(第1 日目)

全議員
議会運営委員会 運営委員・議長

17 保健福祉常任委員会
常任委員・議長

総務文教常任委員会
常任委員・議長

18 産業建設常任委員会
常任委員・議長

温泉飽設運営整備等特別委員会
特別委員・議長

地域活性化対策特別委員会
特別委員・議長

12月定例町議会(最終日)

全議員

月定例議会報告

27 
1 1 1 

6 

9 
12 

議会運営委員会

運営委員、議長
川内町年賀交歓会 議長ほか
仕事始め式 議長
霊媛県年賀交歓会 議長
川内町商工会年賀交歓会 議長
愛媛県町村議会議長会理事会

議長
議長ほか

20 

1 / 1 
6 

9 

12 川内町成人式

口
、

役
場

A

事
暴
動

一…

口

町
長
部
局

一

-
総
務
課
長
(
兼
)
選
管
書
記
長

・

杉
原
収
(
企
画
調
整
課
長
)

日

-
企
画
調
整
課
長

菅
野
貢
(
国
土
調
査
課
長
)

υ

・
国
土
調
査
課
長

大
石
秀
輝
(
総
務
課
長
(
兼
)

選
管
書
記
長
)

υ

・
総
務
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

・

兼
管
財
係
長

野
口
泰
治
(
福
祉
課
長
補
佐
)

.

-
福
祉
課
長
補
佐

林
宏
保
(
総
務
課
長
補
佐

・

兼
財
政
係
長
兼
管
財
係
長
)

υ

・
水
道
課
主
事

杉
原
慎
一
郎
(
総
務
課
主
事
)

υ

・
建
設
課
技
師
補

山
内
太
二
(
新
採
用
)

υ

・
総
務
課
主
事
補

中
田
憲

一
郎
(
新
採
用
)

.

-
福
祉
課
主
事
補

橋
本
千
尋
(
新
採
用
)

.

教
育
委
員
会
部
局

υ

・
教
育
委
員
会
事
務
局
主
事
補

日

高
須
賀
祐
美
子
(
新
採
用
)

平
成
十
五
年

一月
一
日
付

.

重
信
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

乃
万
尚
(
川
内
町
清
掃

セ
ン
タ
ー
)

平
成
十
四
年
十
二
月
十
六
日
付
・

圃 広報かわうち 1.24.2003



受
水
槽
を
設
置
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ
お
知
5
せ
で
す

ビ
ル
、
ア
パ
ー
ト

、
学
校
、
病

院
な
ど
の
多
く
は
、
水
道
水
を

受
水
槽
、
高
置
水
槽
を
通
じ
て

給
水
し
て
い
ま
す

。

こ
の
よ
う

な
施
設
で
は
、
管
理
が
十
分
で

な
い
と
、
水
道
の
水
が
汚
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
受
水
槽
を
設
置
し

て
い
る
方
は
、
水
道
法
、
川
内
町

給
水
条
例
に
よ
り
受
水
槽
の
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す。

受
水
槽
に
入
る
ま
で
の
水
道

は
水
道
事
業
者
(
町
)
が
管
理
し

て
い
ま
す
が
、
受
水
槽
以
降
は

そ
の
設
置
者
(
そ
の
建
物
の
所

有
者
)
が
責
任
を
も
っ
て
管
理

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

-
貯
水
槽
水
道
と
は

水
道
事
業
者
(
町
)
か
ら
供
給

さ
れ
る
水
の
み
を
水
源
と
し
、

そ
の
水
を
い
っ
た
ん
受
水
槽
に

受
け
た
後

、
建
物
の
利
用
者
に

飲
み
水
と
し
て
供
給
さ
れ
る
施

設
の
総
称
で
す

。

そ
の
う
ち
、
「
受
水
槽
の
有
効

容
量
が
叩

3

m

を
超
え
る
水
道
施

設
」
は
、
簡
易
専
用
水
道
と
し
て

水
道
法
で
管
理
の
基
準
が
定
め

ら
れ
、
「
受
水
槽
の
有
効
容
量
が

叩
ぱ
以
下
の
水
道
施
設
」
は
、
小

規
模
貯
水
槽
水
道
と
し
て
、

川

内
町
給
水
条
例
で
管
理
の
基
準

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

※
ま
っ
た
く
飲
み
水
に
使
用
し

な
い
工
業
用
水
、
消
防
用
水
や

地
下
水
(
井
戸
水
)
を
汲
ん
で
受

水
槽
に
溜
め
て
い
る
場
合
は
、

貯
水
槽
水
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
0

・
有
効
容
量
と
は

受
水
槽
の
有
効
容
量
と
は
、
最

高
水
位
と
の
聞
に
貯
留
さ
れ
、
適

正
に
利
用
可
能
な
容
量
を
い
い

ま
す
。

受
水
槽
を
経
由
す
る
こ
と

な
く
直
接
受
水
す
る
場
合
を
除

き
、
高
置
水
槽
の
容
量
は
有
効
容

量
に
含
み
ま
せ
ん
。

-
設
置
者
の
義
務

簡
易
専
用
水
道
の
設
置
者
の

方
は
、
毎
年l
回
以
上
定
期
的
に
、

地
方
公
共
団
体
(
保
健
所
、
衛
生

環
境
研
究
所
)
、
文
は
厚
生
労
働

大
臣
の
指
定
を
受
け
た
検
査
機

関
(
(
財
)
愛
媛
県
総
合
保
健
協
会
)

に
依
頼
し
て
、
管
理
の
状
況
に

つ
い
て
の
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

。

(
水
道
法
第
M

条
の
2

第
2

項
)

小
規
模
貯
水
槽
水
道
の

設
置

者
の
方
は
、
毎
年
1

回
以
上
定

期
的
に
、
地
方
公
共
団
体
の
機

関
(
保
健
所
、
衛
生
環
境
研
究
所
)

文
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を

受
け
た
検
査
機
関
(
(
財
)
愛
媛

県
総
合
保
健
協
会
)
に
依
頼
し
て
、

管
理
の
状
況
に
つ
い
て
検
査
を

受
け
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん

。

(川
内
町
給
水
条
例

第
お
条
)

給
水
装
置
工
事
業
者
の

追
加
指
定
に
つ
い
て

平
成
H
年
ロ
月
に
給
水
装
置

工
事
業
者
と
し
て
追
加
指
定
し

た
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す

。

。
同
和
泉
水
道
工
業
所

松
山
市
竹
原
4

丁
目
9

ー

口

(
0
8
9
)
9
4
5
1
1
2
7
5
 

平
成
7

年
に
発
生
し
た
阪
神

・

淡
路
大
震
災
で
は
、
救
援
活
動

に
お
い
て
、
被
害
に
遭
っ
た
人

た
ち
が
お
互
い
に
助
け
合
う
と

と
も
に
全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ

け
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
活
動
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た

。

災
害
時
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
「
特
別
な
人
」

が
す
る
「
特
別
な
活
動
」
で
は
な

く
、
自
分
自
身
や
周
囲
の
人
た

ち
の
命
や
暮
ら
し
を
災
害
か
ら

守
り
た
い
と
考
え
る
人
「
だ
れ

で
も
」
が
で
き
る
活
動
で
す

。

阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
そ
れ
ま

で
は
災

害
以
外
の
分
野
で
ボ
ラ

.問い合わせ先.

水道
.. • . .. . .. . • . .水道課 (ft966-2238)

くらし
・ ・ ・・ ・・ ・・総務課 (ft966-2222)

もよおし
ミ子育て麦握センター (ft966-2080)

教育委員会(ft966-472 1)
予防接種

-健康センター (ft966-2191) 
補導センター

教育委員会(ft966-472 1)
とラ

や
ま
な
い
雨
は
な
い

倉
嶋
厚

愛妻の急逝に絶えられず、私はマンシヨン
の屋上から銚びあがった 。妻の急逝に?と然
自失、 自殺を試みついに精神科に入院。ようや
く回復するまでの嵐の日々を、元 NHK お天
気キャスターが素直に綴る。

著

物1 ?
4宇 ; .'tp, f 
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ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
た

し

て
い
た

人
た
ち
ゃ
、
被
災
者
を

助
け
た
い
と
い
う

一
心
で
駆
け

つ
け
ま
し

た
。

災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
は
、
災

害
の
種
類
や

規
模
、
被
災
後
の
各
段
階
に
応

じ
て
、
さ

ま

ざ
ま

な

ニ
!
ズ
が

発
生
し

ま
す
。

災
害
時
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

よ
う
と

す
る
と

き
は

、

ま

ず
、

被
災
者
が

必
要
と
し

て
い
る
こ
と

は
何
か

、

そ
れ
に
対
し

て
自
分

は
何
が
で

き
る
か
を
考
え
る
乙

と

が
大
事

で
す
。

。。

子育乞広場
日時 2月22日(土) ~一\

午前9時30分~11 時 も \ ~. _¥ 
(受付 9時~9時30分) ~~
川内保育園遊戯室 F 

-絵本の紹介絵本の読み聞かせ
・講話 「子育てについてJ
講師民生・主任児童委員

渡部洋美先生

所
~ 
台

あ訟を局広場
お母さん同士おしゃべりをしたり、親子で一
緒に楽しく遊んだりしましょう。
毎週金曜日午前9時~11 時
冬期( 12月 ~3月)は健康センターの「こと
ばの教室J で行います。

育児柑議
子育てで困っていること、悩んでいること
があればお電話ください。
(TEL 966-2080) 

ぬ昭和54年4月2日~昭和62年 10月 1 日生まれのみなさん。

: ぷ 圃しんの予防祷種幡 、
嵐清副~を.Û'? 、モク

昭和54年4月2日~昭和62任 10月 1 日生まれの方は、風しんの予防接種を受けた方が少なく、 . 
今後流行することが懸念されています。 .
下記の要領で風しん予防接種を実施しておりますので、 対象年齢で周しんの予防接種を受
けていない方は、なるべく早く接種を受けましょう。 -

・ 0対象者 昭和54年4月2日~昭和62年 10月 1 日生まれの方で、風しんの予防接種 ~十ヘW
を受けていない方 大ら"jJ

: 0期間 法律に墨づき、上記の方が接種を受けることができる期間は、平成 15年 え工二
9月30日までです。 r 0'"コ， :

: 0料金 対象年齢の方は、上記の期間内は無料で受けられます。 し内 __) 
110 0 r1 

・ 0方法 健康センターで ..2月26日 (水)に実施します。 u二二日
指定医療機関で-一直接医療機関に申し込みをして、受けるようになります。
詳しくは健康センター CteI966-2191)までお問い合わせください。
接種を希望される方は、健康センターまでご連絡ください。

場
内

一 .

成 準 'T 

会 企 Z 道議
真の ヲ . 勝嵩

実 ddZZ 雲
írさ;jJ 3 誠 :

i i 著 ，_

私がL 、ちばん欲しいもの、それは、 もしかし : がん、高血圧、高コレステロール血症、糖尿: 子育てママだって言いたいことはある ! ïf(
てー I ? お金じゃ買えないシアワセを求めて : 病・ ・ ・。検査によって作り出される f病気もどきJ ナスも昇進もないけれど 、 家事も育児も大

、 : に惑わされるな 1 これまで発表されている医 : 変だけど 、 あえて選んだこの生き方を本音で
今日 も阿川は行く 。爆笑失笑、愉快痛快、後昧: 学論文にもとづいて、治療の必要性を再吟味し、 : 語ろう。母親ならではの心情を共有する多く
抜群の傑作エッセイ集。 疑問点を徹底的に検証する。のお母さん達に捧げる本。

専
業
主
婦
で
な
ぜ
悪
い
り

L
・
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ト

ン
J
・
デ
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ト
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務

も
し
か
し
て
愛
だ
っ
た

阿
川

佐
和
子

著
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川
内
町
青
少
年
補
導
セ
シ
タ

l

設
置
初
周
年
記
念
大
会

去
る
ロ
月
日
日
、
川
内
町
中
央
公
民
館
で
川
内
町
補
導
セ
ン
タ
ー

設
置
初
周
年
記
念
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
記

念
大
会
で
は
永
年
務
め
ら
れ
た
補
導
委
員
の
方
に
対
し
て
感
謝
状
の
贈
呈
、
募
集
し
て
い
ま
し
た
標
語

・
作
文
の
入
賞
者

の
表
彰

・

発
表
、
松
山
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

長
、
森
二
朗
氏
の
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

内
田
勝
尉

名
本
繁
樹

山
本
久

長
曽
我
部
立
男

大
石
重
臣

菅
野
正
文

菅
野
邦
彦

野
口
信
代
志

八
木
公
成

森
東
洋
司

八
木

義
則

高
岡
大

野
口
勝
明

寺
田
利
重

二
神
敬

三

松
木
泰
男

旬、ぷ。、

つ
運
動
標
語

-
小
学
生
の
部

「
お
は
よ
う。
」
で

こ
こ
ろ
に
た
い
よ
う
の
ぼ
っ
た
よ

川
上
小
学
校

一
年
松
中
惇

そ
の

一
言
が
温
か
い

川
上
小
学
校
五
年
片
岡

「
い
け
な
い
よ
。

」

麻
希

-
中
学
生
の
部

「
や
め
よ
う
。

」
と

あ
い
さ
つ
で

言
え
る
優
し
さ
ほ
ん
と
の
友
情

川
内
中
学
校
二
年
村
上
奈
那
子

つ
な
ご
う
心
か
わ
そ
う
笑
顔

川
内
中

学
校
三
年
重
松
沙
代

置
き
換
え
気
づ
く

相
手
の
気
持
ち

川
内
中

学
校
三
年
橘
怜
子

自
分
な
ら
と

-
一
般
の
部

叱
る
よ
り
ほ
め
る

言
葉
で

保
免

子
は
育
つ

戒
能
多
喜
江

呈
者

今
井
和
美

佐
伯
善
伸

渡
部
秀
明

佐
伯
豊

神
野
弘
史

田
井
和
典

近
藤
キ
サ
子

十
亀
主
税

田
野
岡
幸
雄

・

山
口
恵

三

.
Uハ

大
西
幸
蔵

戸
巳

渡
部

一
男

ペ
一

野
中
孝
徳

入
一

大
野
直
正

「
ト

佐
々
木
義
贋

'
K

(
敬
称
略
)t'

「
心
の
ふ
れ
あ
い
」

東
谷
小
学
校
六
年近

藤
早
也
佳

「
さ
わ
や
か
な
朝
を
迎
え
よ
う
」

西
谷
小
学
校
六
年大

窪
保
奈
実

「
あ
い
さ
つ
は
心
の
か
け
橋
」

川
上
小
学
校
六
年戸

田

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
」

川
内
中
学
校

一年高
橋

早
紀

沙
綾

「
善
悪
の
判
断
」

川
内
中
学
校
三
年田井

千
尋

回

圃圃圃E 農 : 
・・E軍・量盤固 的
-曹司.:1 藤 幸
.趨園末 需
.玄遺僻隣lÍ1，i~~ 敏
さ注目・L 仰い. 夫 : 

E4d司守 量fl 著 : 底;二 5

日本人初の国連難民高等弁務官を務め、そ 2002年7月に亡くなった藤本敏夫の遺作集。: 凶悪犯罪者の脳はI殺人許可証lを持っていた l
の手腕が国際的に高く評価されている緒方貞子o "'R.~1，..+:-_-r r .:::t: _+-_rhg -v. J-I I II-~ -v. 1 人の心の閤仁スポットを当て、殺人犯は裁か-絶筆となってしまった I夕暮れに山に登れj ・ 」
彼女は難民問題にどう取り組んできたのか。・ ー :れるべきか、治療されるべきかという根源的
当時のインタビュー、スピーチなどをまとめ;のほか、 これまでに書き溜めたエ ッセイやイ :な問いを投げかける。殺人犯 150人、調査期間
た生の活動記録。ンタビュー記事等で構成する。 25年一。そこで閉かされた驚樗の真実。
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、出， 第14因 。砂
川内町元旦健康マラソン大会
』
V

長
曽
我
部
修
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
力
強
い
選
手
宣

誓

....史上最年少のランナー17も登場しました。

-. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

暮れも押し迫った 12月 2 1 日 、 先月号で紹介しまし
たふきのとうの皆さんがクリスマス会を聞きました。
会場となった中央公民館大ホールには、ボランティア
の方も多くつめかけ、 リース作りやおみこし 、 お楽し
みゲームなどで楽しいひと時を過ごしました。手づく
りで気持ちの温かくなるような素敵なつリスマス会
でした。

固 広報かわうち 1 . 2 4.200 3

お正月の' 1宣例行事となった川内町元旦健康マラソ
ン大会が、町内外から総勢444名の参加者を集め、川
上小学校グラウンドを起点に行われました。新菩を
迎え晴ればれとした顔のランナーたちは、 3キ口 、 5
キ口 、 10キロのそれぞれのコースへ飛び出し 、 走る
喜びを感じながら駆けぬけていきました。

ふきのとうのクリスマス会



力メラレポート
・ II I I I J 11 II1 I II1 I I I I I I I I I I I 1 1 1 1 11 11 11 1 1 1 1 1 1 1 IIJ 11 11 1 1 1 ・

12月 13 日 、川内申掌校の
みなさんが手づくりのドイ
ツクッキーをお年寄りにプレ
ゼントしました。これは、総合掌
習科目の国際理解のコースで掌，-S\生
徒さんが企画したものです。ドイツでは、クリスマス
にはケーキではなくクッキーを食べるそうで、ドイ
ツ生まれのクラウス先生の指導のもと、生徒たちが
気持ちをこめて本場仕込みのクッキーを焼きあげま
した。プレゼン卜されたお年寄りは 、 まだ温かさの残
るクッキーに顔をほころばせていました。

! ?J EiiA ! 習にl

ドイツクッキーを
クリスマスプレゼント

三!~ r.., þ，，(~・ 面，司戸・ー :_-.: .411・E量祖圃賢官・dμ F 

ボ;麟甜?九十曹揮監 味も七草粥を食べる集いダ

元旦(大正月)と 15日(小正月)の嚢中にあた

る 1 月 7日に恒例の七草粥を食べる集いが聞
かれました。 七草粥とは 、 お正月料理で疲れた
胃を回復させるためのもの。これを食べると 1
年中風邪を引かないで健康に過ごせるといわ
れています。花の会ボランティアのみなさんの
作った七草粥は、ほど良い昧加減でついついお
かわりをしてしまうおいしさでした。

広報かわうち 1 . 24 . 2003 固
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消4砂防。図。年。末4・夜.警

建議~7;~~"~~がふ誠;与;といじZLi魁紛 :

老人クラフ砥部町 ι 
ふれあいコンサート J

12月 1 2目 、 川内町中央公民館で川内町老人ク
ラフ。と砥部町の高齢者によるふれあいコンサー
卜が聞かれました。 この交流事業は、 今年度から
年間4回のペースで行われています。 この日は、
歌手のレーモンド松匡さんを招いてコンサ一卜
が聞かれ、 ブームから美空ひばりまで幅広いレ
パートリーの11)に語りかけてく る歌声を観害は
熱心iに聞き入っていました。

回 広報かわうち 1 . 24 . 2 00 3

12月25日から30日にかけて町内一斉に消防団の
年末夜警が行われました。 夜警は 、消防団員が午後8

時30分から午前 1 時まで各詰所に待機し 、 火災発生
時には、すぐに消火活動が行えるよう備えるとともに、
広 く 住民に防火を呼びかけるものです。 26日には、
ミ子供たちによる少年夜警も行われ、 はつぴ姿も勇ま

し く 厳しい寒さの中を提灯や拍予木を手に夜警に出
動していきました。

V大西町長が飛び入 り でハーモ二カ演奏を披露

! 
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第35固昧酒少年剣道錬成大会
11 月 23日、松山市の昧酒小学校で第35回昧酒少

年剣道錬成大会が開催され、川内町から出場した川
内剣道会Aチームが小学生高学年の部で第3位とい
う成績をおさめました。

「みんなのひろばJ Iこ耳寄りな情報をお寄せください。満 1
歳おめでとうのコーナーでは、3月生まれの満1 歳児を募集
します。 2月5日までに役場総務課広報係(宮 966-2222
E-mail: soum@town.1くawauchi .ehime .jp) まで写真と

コメントをお寄せください。

愛媛スポレク祭県大会準優勝

11 月 16 、 17 日、県運動総合公園補助競技場で愛

媛スポレク祭県大会が聞かれ、川上スポーツ少年団

ソフトポール部のみなさんが準優勝の栄誉に輝きま
した。

第7回ひうちライオンス、旗争奪
小学生バレーボール大会優勝
11 月 23 、 24日に新居浜市で第7回ひうちライオン

ズ旗争奪小学生バレーボール大会が行われ、川上ス
ポーツ少年団バレーボ ル部がみごと優勝しました。

川
内
吟
社
一
月
例
会
報

人
卜
門
へ
ば
住
め
ば
都
ぞ
初
明
か
り

子
等
帰
へ
り
庭
に
ポ
ツ
リ
と

雪
だ
る
ま

樋
ひ
に
遊
ぶ
音
の
愛
し
ゃ
初
雀

朝
日
い
ま
庭
に
届
く
や
初

雀

祖
父
が
舞
ひ
祖
母
が
謡
ひ
や
千
代
の

春

初
雀
ほ
ろ
酔
の
吾
れ
見
て
い
た
り

土
産
の
神
の
杜
な
る
淑

気
か
な

野
の
総
べ
て
封
じ
込
め
た
る

今
朝
の
雪

流
行
風
邪
髭
の
長
さ
病
み
に
け
り

新
婚
の
声
の
明
る
き
初
電
話
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田

矢
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高
瀬
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野
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近
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矢
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渡
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森

引
刈

ゅ
う
か
一

よ
れ

結
楓
ち
ゃ
ん
ま
折

(1
月
刊
日
生

)
引
い
わ
母

園
山UU
U
川U

3
出
猷

f
d
t
比
一
と

ム
ん
J
M

r

た
ち

J

一
姉

ゆ
お
の
ら

虫
た

き
つ

泣
な

渡
部

三
百
歳
駅
伝

み
な
さ
ん
は
、
お
正
月
ど
の
よ
う
に
過
ご

さ
れ
ま
し
た
か
?
こ
た
つ
に
入
っ
て
箱
根
駅

伝
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か

。

今
回
は
、

川
内
町
で
は
じ
め
て
開
催
さ
れ

た
駅
伝
大
会
の
様
子
を
収
め
た
昭
和
日
年
2

月
号
の
表
紙
の
写
真
で
す

。

こ
の
大
会
は
、

町
内
の
各
公
民
館
か
ら
日

チ
l

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
川
上
小
学
校

を
中
継
所
と
す
る
叩
区
間
で
健
脚
を
競
い
あ

い
ま
し
た

。

参
加
選
手
の
総
年
齢
が

3
0
0

歳
以
上
と

い
う
こ
と
で

H
歳
か
ら
日
歳
ま
で
の
選
手
が

参
加
し
、
約
2

キ
ロ
の
コ

l

ス
を

全
員
が
無

事
に
完
走
し
た
よ
う
で
す

。

乙
の
駅
伝
大
会
は
、
形
を
変
え
な
が
ら
現

在
も
続
い
て
い
ま
す

。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
一
報
を
!

川
柳
も
づ
く
吟
社

一
月
例
会
報

高
瀬

顔
色
を
読
ん
で
這
い
這
い
膝
へ
乗
る

子
宝
に
恵
ま
れ
や
っ
と
仲
直
り

百
歳
の
魅
力
が
穆
む
語
り
口

ジ
ョ
ー

ク
に
も
顔
色
変
え
る
律
義
者

色
槌
せ
た
母
の
形
見
の
博
多
帯

魅
力
あ
る
顔
で
脇
役
生
き
延
び
る

窯
出
し
の

茶
碗
の
色
に

一
人
酔
う

色
街
で
育
ち
習
わ
ぬ

三
昧
踊
り

名
工
を
育
て
た
庭
の
柿
の
色

新年早々の大雪。 けがはなかったでしょ

うか。 体調は大丈夫でしょうか。 今年も自

分のことはもちろんですが、自分の住む地

域のことに、少しでも手と時間を費やすこ

との出来る婦人会になりましょう 。

0桜学級
三世代交流伸よし運動会
日時 2月 1 日(土) 13:00-
町外研修
日時 2月 22 日(土)

O温泉部婦人教育研究会

日時 2月 8 日(土) 10:00-15:00 
場所 重信町民会館大ホール(現地集合)

02月ボカシ作り
日時 2月 23 日(日) 14:00-
場所川内町中央公民館

ゴ ミの減量にご協力ください。 米のとぎ

汁もご持参ください。

0町内一斉美化清掃

日時 2月 22 日(土)

進んで参加いたしましょう 。

喜
撰
亭

高
岡

紫
溜

佐
々
木
胡
舟

平
岡

深
舟

野
中

友
親

松
岡

義
国

大
島

篠
森
美
登
里

岡
本

武
士

高
瀬
喜
撰
亭

日
時

三
月

一
日
出

場
所
中

央
公
民
館

宿
題

知
ら
せ
結
果
大
変

O
お
気
軽
に
お

出
か
け
下
さ
い
。

午
後
七
時去る 12月 4 日、川内町交通安全母の会(川

内町婦人会)の皆さんが永年にわたる交通

事故防止活動の功績を認めら れ、 交通安全

母の会全国会長表彰の栄に輝きました。
選実
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インフォメーション

圃
第
3

回
愛
媛
の
観
光

圃

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

・
テ
l

マ

愛
媛
の
自
然
、
風
物
な
ど
の

観
光
写
真
を

募
集
し
ま
す

。

-
応
募
方
法

・

作
品
は
、
四
つ
切
サ
イ
ズ
の
カ

ラ
1

プ
リ
ン
ト

と
し
ま
す

。

・
作
品
は
、
過
去
1

年
以
内
に
撮

影
さ
れ
た
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す

。

・
応
募
作
品
の
対
象
は
、
愛
媛
の

風
景
、
建
物
、
祭
り
、
風
物
、
産

業
な
ど
で
県
内
外
か
ら
観
光

で
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
も

の
。

(
人
物
の
被
写
体
が
あ
る

場
合
に
は
、
本
人
の
承
諾
を

得
て
く
だ
さ
い

。

)

-
問
い
合
わ
せ
・
・
申
し
込
み
先

詳
細
に
つ
い
て
は
、
「
i

副

次
の
と
こ
ろ
ま
で
。

一一、
M
m一

松
山
市
大
可
賀

』
，

一一

2

丁
目
l
i
m

p
信
M

E

社
団
法
人
愛
媛
県
観
光
協
会

(8
9
5
1

・

0
7
1
1
)

圃
愛
媛
県
資
源
循
環

圃

園

優
良
モ
デ
ル
認
定
制
度
圃

闇

シ
ン
ボ
ル
マl
ク
募
集
圃

県
で
は
、
資
源
循
環
を
促
進
し

循
環
型
社
会
を
築
く
た
め
に
、
「
資

源
循
環
優
良
モ
デ
ル
認
定
制
度
」

を
創
設
し
て
い
ま
す

。

-
マ
l

ク
の
コ
ン
セ
プ
ト

廃
棄
物
の
発
生
抑
制
・
リ
ユ

ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
や
環
境

へ
の
配
慮
を
通
じ
て
、
資
源

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
的
利

用
の
促
進
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
作
品
。

-
応
募
方
法

・
色
彩
は
自
由

。

た
だ
し
、
白
黒

で
表
現
し
た
も
の
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い

。

・

作
成
方
法
自
由

。

応
募
点
数

の
制
限
な
し

。

た
だ
し
、

一
作

品
に
つ
き

A
4

サ
イ
ズ
の
白

色
用
紙
1

枚
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い

。

※
誰
で
も
応
募
可
能
で
す
0

.
応
募
締
め
き
り

2

月
刊
日
間

・
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
7
9
0
1
8
5
7
0

一
一

…

・
日
時

2
月
5

日
制
日
時
l

凶
時

・
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

・
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近

・

隣
と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家
、

児
童

・

生
徒
の
い
じ
め

・
体
一

罰
、
交
通
事
故
な
ど

・
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、

人
権
擁
護
委
員

ち勾ゆ
\
ミ

松
山
市

一番
町
4

丁
目
4
2

愛
媛
県
県
民
環
境
部
環
境
局

廃
棄
物
対
策
課

循
環
型
社
会
推
進
係

(8
9
4
1

・
2
1
1
1

内
線
3
1
5
3
)

人
権
相
談
所

闘
い
じ
め
・
な
や
み
等
の

園

教
育
相
談

・
日
時

毎
週
月

・

火
・

水
・
金
曜
日

8

時
叩
ハ
刀j
口
時

-
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

2

階

教
育
相
談
室

-
内
容

い
じ
め

・

不
登
校
・
学
業
不

振
等
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
本
人
ま
た
は
保
護
者
・

関
係
者
か
ら
の
相
談

-
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教

育
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

一生
活
習
慣
病
予
防
週
間一

2

月

1

日
か
ら

7

日
ま
で
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
週
間
で
す

。

疾
病
の
発
症
や
進
行
に
は
、
個
人

の
生
活
習
慣
が
深
く
関
与
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す

。

が
ん
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
、
毎
日
の
生
活
習
慣
で
あ

る
「
食
生
活
」
「
運
動
」
「
休
養
」
「
飲

酒
・

喫
煙
」
な
ど
を
見
直
し
、

次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う。 田園圃圃

困

-
「バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
」
、

「
適
度
な
運
動
」
、
「
十
分
な
休
養
」
一
、

と
い
っ
た
健
康
的
な
生
活
習

慣
の
確
立
が
予
防
の
第一で
す

0

・

一
人
ひ
と
り
が
健
康

情

つ
く
り

に
進
ん
で
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す

。

そ
の
た
め
に
は
、

家
庭
や
職
場
な
ど
周
囲
の
理

解
や
協
力
が
重
要
と
な
り
ま
す0

・

健
康
診
査
を
定
期
的
に
受
診

し
、
自
己
の
健
康
状
態
を
正

し
く
知
る
と
と
も
に
個
々
人

に
応
じ
た
健
康
明
つ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す

。
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圃
「
は
た
ち
の
献
血
」

圃

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1

月
か
ら

2

月
の
2

カ
月
間

は
、
二
十
歳
の
献
血
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
期
間
で
す

。
冬
場
は
一
時

一

的
に
献
血
者
の
数
が
減
少
す
る

一

時
期
で
す

。

献
血
者
の
減
少
は
、

.

長
期
保
存
の
で
き
な
い
輸
血
用

一

血
液
の
不
足
に
つ
な
が
り
ま
す。

ま
た
、
国
は
、
倫
理
性
、
国
際
的

一

公
平
性
な
ど
の
観
点
か
ら
、
す
べ

て
の
血
液
製
剤
を
国
民
の
献
血

に
よ
り
確
保
す
る
体
制
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
血
液
製
剤
は
ま

だ
国
内
だ
け
で
ま
か
な
う
こ
と

が
で
き
な
い
状
況
で
す

。

「
は
た
ち -・・・・圃



①吋orma川

の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
新
成

人
の
若
者
を
中
心
に
広
く
国
民

各
層
に
献
血
思
想
の
普
及
を
図

る
と
と
も
に
、
特
に
成
分
献
血

・
4

0
0
m
l

献
血
へ
の
理
解
と
協
力

を
求
め
て
い
ま
す
。

-
全
国
学
校
給
食
週
間

1
月

μ
日
か
ら

一
週
間
は
、
全

国
学
校
給
食
週
間
で
す

。

学
校

給
食
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
や
楽
し
い
食
事
に

つ
い
て
児
童
生
徒
が
理
解
し
、
食

事
マ
ナ
ー

へ
の
理
解
を
深
め
、
み

ん
な
で

一
緒
に
楽
し
く
「
食
べ
る
」

体
験
を
通
し
て
望
ま
し
い
食
習

慣
と
人
間
関
係
を
育
て
る
な
ど
、

健
康
教
育
の

一
環
と
し
て

重
要

な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す

。

全
国
学
校
給
食
週
間
は
、
こ
う
し

た
学
校
給
食
の
意
義
、
役
割
に
つ

い
て
児
童
生
徒
や
教
職
員
、
保

護
者
、
地
域
住
民
の
理
解
と
関
心

を
深
め
、
学
校
給
食
の
よ
り

一
層

の
充
実
発
展
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す

。

; 重信川砂防資料館 圃圃圃圃園田盟歯菌歯車通也ー I : 
ができました! 語=== j盲事面画監舗畠-j

Eヨ圃邑 骨減-1...軍..掴 幽幽臨1~~1iII岡融開閉・圃・圃国璽里星雲量置雪量轟福田国一三ご}
, . 、温圃圃圃圃圃圃胃~J. . 1 ' _""1_ ‘ 畑町圃・・・・・・.._....- 園田<A~明日一〓~九 . . _-' ~一一ー函ーーー-・-司哩曹F・胃E闇F"""ニ~ - ~ー← I • 
S 辺国~~ 磁墨lEfJI島問 pz一 山 一 _.--- ~--=---百E 二五三当

r '"1l 長坦握聾胡圃，・R摺迅] 四国山地砂防工事事務所では、皆さんに砂防への理解を深めてい
ha n J E--EEー ただくために愛媛県重信町に砂防資料館を開設します。 是非お立ち

lj l 寄りください。

当Z マ :aE 22ι兄白煙TT謂EJ4山富館 ;
ぺJ:::;::; 同 I ~今〉 問い合わせ先 干79ト0203 愛媛県温泉郡重信町大字横河原

~ 6 ~ ~向湿地 重信川|砂防出張所
i Jd叩悼碑i 、←可 TEL089 (964) 2126 FAX089 (964) 9728 

甑 ヨ際空野田園陸

ごみの収集日
清掃センター 宮 966-4989

e~ 
収集曜日 収 集 1包 減 収集変更日又は収集休止日

月・木
東谷ー西谷ー土谷・滑川

変更なし
奥松瀬川| ・天神

毎
北方策・北方西 2月 11 日(火)は

火・金
南方策・南方西 吉久 2月 12日(水)に変更

週

水 ・ 土
町西・町東 (天神を除く)

変更なし
山田横灘団I目 前松瀬川 @月の当番医 ( 診療時間)

午前9時~午後5跨 j

日 当番医 住 所 電話

2 日(日曜日) 永 山 内 科 松山市北梅本町 976-1788 

9 日(日曜日) 西本整形外科 重信町 田窪 964-1611 

11 日 (建国記念日) 藤 石 病 院 重信町志津川 964-1234 

16日 (日曜日) 中野クリニ ック 重信町志津川 960-5800 

23日(日曜日) 信田整形外料 松山市南侮本町 970-2020I 

.もえないごみ ・有資源

収集地主耳 ベトッレイト子類ボット鹿ヲル頚ブ 廃 プラ ス ガラス Eビン盟 奇麗 漕 空吉 缶類

ラス チ ッヲ 類 & U蛍光町盟 箆 電 ，rn 類

東谷西谷土谷清川
2/3 (月) 2 ハ 7(月) 2 ハ 3(木) 2 ハ 7(月) 2/24 (月)奥松瀬川天掬

北方東北方西
2/4(火) 2/18(火) 2/14(主) 2/18(火) 2/25(火)南方東南方西吉久

町西町東(天抑を際く )
山田犠漢団II!! 2/5 (水) 2 ハ 9(水) 2 ハ 2(水) 2 ハ 9(水) 2/26 (水)
前松瀬川

園 広報かわうち 1.24.2003



四国回目固因
E E民主主i:院~ J .".... 

・健康相談・栄養相談

血圧測定、尿検査を行なっています。健康に関すること

はお気軽にご相談下さい。

日時毎週水曜日午前9時~12時

場所健康センター 1 階運動指導室

-こころの健康相談

精神的に不安定だったり、お年寄りの痴呆等の相談を

お受けしています。

日時 2月 14日(主)午後 1 時30分~3時30分

場所健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健師までご連絡く ださい。

-滑川健康相談
日時 2月 19日(水)

場所海上集会所…午前11 時~12時

生活改善センター…午後 1 時30分~2時30分

九 騎…午後3時~4時

-いきいき健康講座
テーマ 「人生いろいろ 糖尿病いろいろj

日時 2月27日(木)午後 1 時30分~3時

場所健康センター

講師愛媛県立申央病院内科清水一紀先生

持参品 健康手帳(手帳のない場合は当日さしあげます)

u IIJI:) -・・・.

日時 2月 14日(金)

場所川内町役場別館前午前9時30分~12時

三浦精機(株) 午後 1 時30分~4時

E S-il ~~~志~I]

日 時 対象児と注憲事項

2月3日(月)
生後3力月~90力月

種 ※百日ぜきにかかったことのある方は
混 午後2時~3時 二種混合(磁傷風、ジフテリア)を受付
4E2コ齢

で申し出てください。

ツ 2月 12日(水) ':ì後3力月~48力月

毘 午後2時~3時 ※2日後、ツベルクリン反応判定します。

B 2月 14日(主) 生後3力月~48ヵ月
C 
午後2時~3時

※ツベルクリン反応判定を行い、陰性の
G 蓄のみBCG接種をします。

①生後 12力月~90力月

風 2月26日(水) ②昭和54年4月2日~昭和62年 10月し 午後2時~3時ん 1 日生まれで、風しん予防接種を受

けていない方

場所健康センター 2階

持参品 母吾健康手帳、予防接種手帳、体温計

- ・ ・ ・ 健康百科 ・ ・ ・ -
[ 自の成人病 >
成人に失明をもたらすこ大成人病に、糖尿病網

膜症と緑内障があります。前者は、糖尿病の三大合

併症(他に腎症、神経障害があります。)の一つであ

り、糖尿病患者の増加に伴い急増しています。後者

においては、近年わが国の正常眼圧緑内障の多さ

が注目されています。
糖尿病患者は、現在全国で約700万人いるとい

われ、発病後 10年もすれば、患者のおよそ半数が

糖尿病網膜症に曜患しているともいわれています。

網膜症は初期の段階では、ほとんど自寛症状がな

いため、眼科を受診されないケースが少なくあり

ません。実は、自費症状が出てからでは手遅れのこ

とが多いのです。育効な眼科的治療には、網膜光凝

固術、硝吾体手術などがあります。 し力、しもっとも

大事なのは、内科との連携です。網慎症の発症予防

と進展抑制には必須です。血糖コントロールの状態、

曜病期間、インスリン治療の要否、網膜症の進展状

況に応じた、眼料と内相との連携治療が必要です。

糖尿病と診断されたら、自賞症状の育無にかかわ

らず、必ず眼科で検査を受けて下さい。

わが国において、 1980年代の終わりに実施さ

れた大規模緑内障疫学調査の結果、40歳以上の国

民の正常眼圧緑内障(眼圧は 1 0~21 mmHgと正常

範囲)の育病率は約2%もあることがわかりました。

従来の眼圧の高い緑内障の約2倍あることもわか

りました。わが国における正常眼圧緑内障の高育
病率は、日本人の平均眼圧値が欧米人のそれより

低いこと、さらに日本では、検診時に撮る無散瞳眼

底力ラー写真で、視神経乳頭およびその周囲の神

経の評価力崎能なことにより 、欧米の評価法に比べ、

早期の正常眼圧緑内障の発見率が高いことが考え

られています。眼圧のみでは、多くを男逃してしま
います。ごく最近発表された疫学調査でも、わが国

の正常眼圧緑内障の奇病率は、 3.6%とさらにア

ップしました。

とヌコ~ 眼科医師

生島操
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( 1 月 1 日現在)

(+ 16人)
(+ 13人)
(+ 3人)
(+ 6戸)

11 ， 368人
5 ，4 19人
5 ， 949人
4， 048戸
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-育児相談
日時 2月20日(木)受付

場所健康センター 2階

対象児平成13年 12月、平成 14年 1 月 、 平成 14年7月 、 8月生

まれの乳幼児(生後6 、 7 力月児、 13 、 14ヵ月児)

身体計測、発達チ工ツク、保健指導、栄養指導

母吾健康手帳、アンケー卜(事前に送付します)

午前9時~10時

E ~~~~JJJI，ffI主~
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-乳児健診
日時 2月20日(木)受付

場所健康センター 1 階

対象児平成 14年3月 、 4月、平成 14年 10月 、 1 1 月生まれの

乳幼児(生後3 、 4力月児、 10、 11 力月児)

身体計測、発達チェック、小児科診察、保健指導、栄養

指導

国寺健康手帳、アンケート(事前に送付します)

午後 1 時~2時

同情

廿内

.3歳児健康診査

日時 2月25日(火)受付

場所健康センター 2階

対象児平成11 年6月 .7日 .8月生まれの幼児

(3歳6力月~3歳8力月児)

身体計測、問診、小児科診察、歯科診察、健康相談

(栄養・歯科)

国吾健康手帳、アンケート(事前に送付します)

午後 1 時~2時

持参品

(12月受付分・敬称略)

0お誕生おめでとうございます
住所 保護者 生年月日

山 田 須賀孝幸 12. 6 

小坂河上大 12. 6 

板 戸 菊湾宏明 12. 6 

川内マンション 近藤 栄治 12. 8 

天神 小林憲彰 12.10 

下沖 村上昌史 12.17 

.ごめい福をお祈りいたします
住 所氏 名年齢死亡月日世帯主

宝 泉仙波王介 7 1 12. 2 仙波王介
則之内 後藤侍次郎 86 12. 3 後藤侍次郎

滑 川上 玉井信義 85 12. 4 玉井信義
下之町渡部ヤスコ 91 12. 4 渡部辰男
西中村渡部千歳 66 12.10 渡部只雄

永 野福積千枝子 65 12 .11 福積靖志
ガリラヤ荘 佐々木クリコ 88 12.13 佐々木クリコ
中之町渡部好子 80 12.16 渡部好子
天 神渡部ツギ子 82 12.17 渡部ツギ子
ガリラヤ荘 渡部ツタエ 85 12.27 渡部ツタエ
徳 吉宮脇 侍 86 12.28 宮脇光仲
森 江戸三樹夫 32 12.29 江戸百合子

-m窃~事司・

が円

台内
(1 月 10日現在・事故状況)

昨年比
一11

:!: 0 
-12 

本年

219 

2 
285 
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-乳幼児相談
日時毎週水曜日午前9時~12時

場所健康センター 1 階

内容身体計測、育児相談

持参品母吾健康手帳

持参品

-もぐもぐ教室

日時 2月4日(火)午前9時30分~12時

場所健康センター 2階

対象児平成14年8月 .9月・ 10月生まれの乳児とその保護者

内容栄養士の話「離乳食の進め方J

調理実習及び試食、身体測定、育児相談

自害健康手帳、エプロンなど

-~âi~~・

持参品

: 所育者の判明はい犬主犬猫の引取り~.

今年で 2 回目となる成人式の取材。 去年とは違ったものに
したいという思いつきが、新成人の生の声を伝えるというこ
とで、このような形になりました。 突然のインタビューに、
最初は戸惑っていた新成人たちも徐々にほぐれてきて、最後
は残念ながら時間切れにて終了…。 インタビューに協力して
くださった方に感謝します。 みんな、が・ん・ば・れ一。

第十 3月曜日

健康センター

印鑑、登録を している犬は、鑑札、狂犬病予防注

射済票

。不幸な犬・猫をつく らない為にも、繁殖を希望しない場

合は、不妊去勢手術に努めましょう。

午前8時30分~9時日時

場所

・ 持参品
固圏図画
長期予報では暖冬というはなしでしたが、年明け早々大雪
になった今年のお正月 。 あたり一面が真っ白の銀世界となり
ました。 県内も雪のため、交通機関や道路はパニック状態。
正月のUターンラッシュと重なり車は進みません。 そんな中、
子供たちはふだん遊べない道路ヘくりだし、 雪だるまに雪合
戦と車の中の観客を楽しませてくれました。

広報かわうち 1.24.2003図



あなたは石うすをご存知ですか?その昔、農家には必ずあ
った石うす 。 今は、あまり見ることがなくなりましたが、今回は、
この石うすが作られていたとpう久尾の石切り山を探検しまし
た 。 町指定の天然記念物“久尾彼岸桜"の近くまでは、町道
を車で走り、そこから徒歩で山中へ 。 それからが大変でした 。
途中で、道に迷ってしまい、道無き道を行く強行軍 。 急勾配の
造林や滑りやすい、沢をなんとか乗り切ってようやく尾根に辿
り着いたときには、足はもうふらふらで座り込んでしまう隊員も
ちらほら… 。 しかし苦労のかいあって石うすの積まれた石垣や
山頂で残された石うすを発見した時の喜びはひとしおでした。

久尾の石切り山

V道無き道を行く探検隊員のみなさん

近
藤
キ
サ
子
隊
員
(則
之
内

)
h

且

教師をしていた時に小学校の遠足で
出かけた思い出深い久尾の道 。 最初は
美しい景色を写真を撮る余裕が、途中か
ら山が険しくなると、背負っていたリュック
やカメラを持ってもらい、手を支えにして足
運びをするほどに… 。 山頂に到着した時は、
言いようの無い達成感でした。

V塩ヶ森から望む井内の山々の冬景色

隊
員
の
声
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